






歯工連携イノベーション研究コア　　江草 宏　教授（特定）
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所の特定教授に着任いたしました。専門は歯科における
再生医学および材料学などです。歯科医師/研究者として次世代医療技術の創生を目指し，分子生
物学や材料工学的なアプローチから歯科医学の研究に取り組んでいます。失われた歯や顎の骨を
幹細胞や生体模倣材料を用いて再生する技術や，CAD/CAMや3Dプリンタを用いた新規歯冠修復
材料の開発に焦点を当てると共に，歯を切削する技能をAIで評価する技術開発なども進めていま
す。様々な専門分野をもつ本研究所の皆様とのディスカッションや共同研究から，広い視野で共
創プラットフォームやネットワークが構築されることを楽しみにしております。

東北大学大学院歯学研究科：http://crbr.dent.tohoku.ac.jp/

都市防災研究コア　　小川 康雄　教授
4月から多元レジリエンス研究センター　火山・地震研究部門に異動となりました小川康雄と申
します。私は，1983年から2000年まで通商産業省工業技術院（現在の産総研）に勤務し，
2001年から昨年度末まで，東京工業大学理学院火山流体研究センターに所属しておりました。
専門は，電磁地下構造探査です。研究内容は，電磁探査法の技術開発とその応用です。活火山
をはじめ，地震発生場，超臨界地熱資源，地下水を対象として，広く国内外で研究を進めてき
ました。多元レジリエンス研究センターでは，防災をキーワードにより広い分野の方々と交流
を深め，センターの発展に寄与したいと思います。

小川研究室：https://sites.google.com/view/yasuoogawatitech

歯工連携イノベーション研究コア　　江草 宏　教授（特定）
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所の特定教授に着任いたしました。専門は歯科における
再生医学および材料学などです。歯科医師/研究者として次世代医療技術の創生を目指し，分子生
物学や材料工学的なアプローチから歯科医学の研究に取り組んでいます。失われた歯や顎の骨を
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材料の開発に焦点を当てると共に，歯を切削する技能をAIで評価する技術開発なども進めていま
す。様々な専門分野をもつ本研究所の皆様とのディスカッションや共同研究から，広い視野で共

歯工連携イノベーション研究コア　　小坂 健　教授（特定）
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所の特定教授に着任いたしました。疫学・パブ リックヘル
スの研究者として，大規模コホート調査や医療や介護に関するレセプト情報など，ヘルス・ビッグ
データを分析し，人々の健康に寄与する新しい知見を得るための研究を行っています。主な研究
テーマとしては保健医療・行政データを用いた保健医療の効果の評価に関する研究，ビッグデータ
を用いた社会経済的な要因の健康に対する影響の疫学研究，レセプトデータなどのリアルワール
ドデータを用いた口腔と全身の健康との関連についての研究をしています。皆様と一緒に研究で
きることを楽しみにしております。

東北大学大学院歯学研究科：https://www.dent.tohoku.ac.jp/ih/prof/prof.html

東北大学大学院歯学研究科：http://crbr.dent.tohoku.ac.jp/

歯工連携イノベーション研究コア　　金髙 弘恭　教授（特定）
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所に特定教授として着任いたしました金髙弘恭
（Kanetaka, Hiroyasu）と申します。1997年に東北大学大学院歯学研究科歯学臨床系博士課程
を修了した後，東北大学大学院歯学研究科，医工学研究科にて，歯学と工学の最先端技術を応
用した異分野融合研究による革新的生体材料や新規医療機器の開発に関する研究に取り組んで
きました。今後は，独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）勤務における薬機承認審査
での経験も活用し，未来研の他分野とも連携しながら，世界トップクラスの医療機器開発に挑
戦してきたいと考えております。今後とも，何卒，宜しくお願い申し上げます。

東北大学大学院歯学研究科：https://www.dent.tohoku.ac.jp/field/liaison/02/index.html

歯工連携イノベーション研究コア　　小坂 健　教授（特定）
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所の特定教授に着任いたしました。疫学・パブ リックヘル
スの研究者として，大規模コホート調査や医療や介護に関するレセプト情報など，ヘルス・ビッグ
データを分析し，人々の健康に寄与する新しい知見を得るための研究を行っています。主な研究
テーマとしては保健医療・行政データを用いた保健医療の効果の評価に関する研究，ビッグデータ
を用いた社会経済的な要因の健康に対する影響の疫学研究，レセプトデータなどのリアルワール
ドデータを用いた口腔と全身の健康との関連についての研究をしています。皆様と一緒に研究で

融合メカノシステム研究コア　　金 俊完　教授

金研究室：http://www.smart.first.iir.titech.ac.jp/

都市防災研究コア　　黒澤 未來　助教
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所の助教として着任いたしました黒澤未來(くろさわみ
く)と申します。2022年に東京工業大学で博士課程を修了しました。これまでは，建築物にお
いて非構造部材と呼ばれる外壁や内壁に対して，構造実験を行い地震時の挙動を追究してまい
りました。また，福島県沖の地震(2022.3.16)の後には，各種免震装置および免震エキスパンショ
ンジョイントの被害に関する現地調査に携わりました。今後は，構造的な性能に加えて機能性
や使用性を含めた幅広い視点をもって，地震後の建築各種部材の継続使用に貢献していきたい
と考えております。ご指導ご鞭撻のほど，どうぞよろしくお願いいたします。

吉敷研究室：https://www.udprc.first.iir.titech.ac.jp/~kishikilab/

知能化工学研究コア　　小杉 哲　助教
2023年4月１日付で未来産業技術研究所に助教として着任いたしました小杉哲です。2023年3月
に東京大学大学院情報理工学系研究科で博士後期課程を修了しました。専門はコンピュータビジョ
ンで，博士課程では画像品質向上の研究に従事し，特にデータセット作成コストを削減した画像
品質向上の実現を目指してきました。今後は，画像だけでなく言語や音声などのマルチメディア
を活用し，人間と機械の認知理解をさらに深めるために研究の幅を広げていく予定です。まだま
だ未熟な部分もありますが，ご指導いただけるようお願い申し上げます。

奥村・船越研究室：http://lr-www.pi.titech.ac.jp/

コマツ革新技術共創研究所　　齊藤 卓志　教授
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所・コマツ革新技術共創研究所に教授として着任しまし
た齊藤卓志です。専門は熱工学で，熱を使った材料加工や熱物性制御に取り組んできました。
1996年12月に本学大学院理工学研究科生産機械工学専攻の博士（工学）を取得し，米国ミネソ
タ大学のポスドク研究員，本学工学部の助手，助教授，准教授を経て現在に至ります。最近は
界面近傍におけるミクロ・マクロの伝熱機構の解明に取り組んでおり，これらの知見を機器の
電動化に際して不可欠な冷却・放熱問題に役立てることで，総合的なエネルギー効率向上を図
るための熱マネジメント技術に発展させたい考えています。どうぞよろしくお願いいたします。

コマツ革新技術共創研究所 :http://komatsu.first.iir.titech.ac.jp

都市防災研究コア　　神田 径　准教授
　2023年4月1日付で多元レジリエンス研究センター准教授に着任しました神田径です。専門
は火山学・地球電磁気学です。東京大学で学位を取得後，京都大学防災研究所勤務を経て，
2010年より東京工業大学火山流体研究センターに勤務しておりました。引き続き群馬県草津
町にある草津白根火山観測所にて，草津白根山をはじめとした活火山における観測研究に従事
していく所存です。水蒸気噴火はなぜ発生するのか？噴火の発生場はどんな構造でどんな物理
プロセスが起こっているのか？などに興味をもって研究を進めております。どうぞよろしくお
願いいたします。

神田研究室：http://www.ksvo.titech.ac.jp/~kanda/
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究所の助教，准教授として勤務してまいりました。東京大学で修得したMEMS技術を発展させ，東京工業大
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完です。2005年3月に東京大学大学院工学系研究科で学位を取得した後，本研究所の前身である精密工学研
究所の助教，准教授として勤務してまいりました。東京大学で修得したMEMS技術を発展させ，東京工業大
学では世界トップの出力パワー密度を有するマイクロポンプを開発し，このポンプを新原理のマイクロアクチュ
エータやセンサへ応用する研究に取り組んでまいりました。2021年8月から1年間，英国ケンブリッジ大学の
Institute for Manufacturing (IfM)でVisiting Academic Fellowとして在外研究を行い，専門分野をナノ加
工技術(Nanomanufacturing)へ拡張することができました。これまで研究してまいりました，(a)バイオエン
ジニアリング，(b)メカトロニックス，(c)マイクロ・ナノ加工技術を融合し，医工連携によるイノベーションを推
進するとともに生体医歯工学共同研究拠点にも貢献できるよう尽力いたします。よろしくお願い申し上げます。
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歯工連携イノベーション研究コア　　鈴木 治　教授（特定）
2023年4月1日付で未来産業技術研究所（IDEAコア）特定教授に着任いたしました鈴木治と申しま
す。私は山形大学大学院工学研究科で繊維高分子工学（修士課程）を学び，その後セラミックス材
料メーカー研究員，エンジニアリング企業の主任研究員となり，この間，東北大学大学院医学系
研究科で学位（医学）を取得，また米国ボストン市にあるForsyth Dental CenterでVisiting 
Scientistとしてバイオセラミックスの物理化学研究を行いました。2004年から東北大学大学院歯
学研究科教授に着任後は，リン酸八カルシウム（OCP）骨補填材の基礎および医療機器開発を指向
した研究を行ってきました。未来研との連携を通じ，セラミックスバイオマテリアルの新規機能
の開拓を実現し社会実装を目指したいと考えています。今後ともよろしくお願いいたします。

東北大学大学院歯学研究科：https://www.dent.tohoku.ac.jp/field/maxillofacial/02/index.html

歯工連携イノベーション研究コア　　高橋 信博　教授（特定）
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所に特定教授として着任いたしました髙橋信博（東北大
学大学院歯学研究科口腔生化学分野）です。歯工連携イノベーション機構（IDEA: Innovative 
Dental-Engineering Alliance）を通して，未来研と東北大・歯の研究連携の推進に努めます。
専門は，口腔生化学，マイクロバイオーム代謝機能解析，細胞代謝機能解析で，口腔マイクロ
バイオームと宿主の疾患及び健康との因果関係を，双方の代謝機能から解明することを目指し
ています。マイクロバイオーム構成細菌群や宿主細胞・組織の代謝活性をリアルタイムで捉え，
そこで生じる微量な代謝物を同定・解析するためには，マイクロセンサリングなど未来研の技
術が不可欠であり，連携研究に期待しています。どうぞよろしくお願いいたします。

東北大学大学院歯学研究科：https://www.dent.tohoku.ac.jp/field/biology/01/index.html

歯工連携イノベーション研究コア　　鈴木 治　教授（特定）
2023年4月1日付で未来産業技術研究所（IDEAコア）特定教授に着任いたしました鈴木治と申しま
す。私は山形大学大学院工学研究科で繊維高分子工学（修士課程）を学び，その後セラミックス材
料メーカー研究員，エンジニアリング企業の主任研究員となり，この間，東北大学大学院医学系
研究科で学位（医学）を取得，また米国ボストン市にあるForsyth Dental CenterでVisiting 
Scientistとしてバイオセラミックスの物理化学研究を行いました。2004年から東北大学大学院歯
学研究科教授に着任後は，リン酸八カルシウム（OCP）骨補填材の基礎および医療機器開発を指向
した研究を行ってきました。未来研との連携を通じ，セラミックスバイオマテリアルの新規機能

知能化工学研究コア　　DANI Prasetyawan　助教
　2023年４月１日付に科学技術創成研究院・未来産業技術研究所の知能化工学研究コア助教とし
て着任したダニー　プラセティアワンと申します。2021年12月に東京工業大学において学位を
取得し，東京工業大学 科学技術創成研究院・未来産業技術研究所において研究員を経て，助教に着
任いたしました。研究内容は主にマルチアレイガスセンサーに基づく香り再現分析や人間による
香り官能検査分析などに取り組んでまいりました。今後は研究の幅をより広げ，香り印象に基づ
く匂い再現，様々なユーザーが利用できる匂い再現システムの研究と開発を目指します。今後と
もよろしくお願いいたします。

中本研究室：http://silvia.mn.ee.titech.ac.jp/html_en/access_en.html

都市防災研究コア　　寺田 暁彦　准教授
　東京都文京区に生まれ，学位取得後は，北海道や九州の火山観測所を拠点として，噴火災害
を含めて様々な現場で経験を積んできました。特に草津白根山では，観測網の設計から運用ま
でを担っています。本物の火山を実験室として活用し，ドローンや土壌ガス，火口湖など多様
な方向から火山現象の理解を試みています。火山噴火の予測が実用的に可能となるのはまだ先
の話です。研究の進展を待っているうちに次の噴火が発生してしまいます。不確実な活動予測
のもとで，社会がより良い判断を行うために火山研究者が為すべきことは何か，実際の火山の
山麓で考えてゆきたいと思います。

寺田研究室：http://www.ksvo.titech.ac.jp/~terada/index.htm

知能化工学研究コア　　DANI Prasetyawan　助教
　2023年４月１日付に科学技術創成研究院・未来産業技術研究所の知能化工学研究コア助教とし
て着任したダニー　プラセティアワンと申します。2021年12月に東京工業大学において学位を
取得し，東京工業大学 科学技術創成研究院・未来産業技術研究所において研究員を経て，助教に着
任いたしました。研究内容は主にマルチアレイガスセンサーに基づく香り再現分析や人間による
香り官能検査分析などに取り組んでまいりました。今後は研究の幅をより広げ，香り印象に基づ
く匂い再現，様々なユーザーが利用できる匂い再現システムの研究と開発を目指します。今後と

先端材料研究コア　　野平 直希　助教（特任）
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所先端材料研究コア細田・田原研究室の特任助教として着任いた
しました野平直希と申します。2022年3月に本学にて博士後期課程を修了した後，未来産業技術研究所
の研究員として勤務してまいりました。現在，主に生体医療分野やアクチュエータへの応用を狙ったチタ
ン基形状記憶合金の研究に取り組んでおります。これまでの研究を基盤として，基礎・応用の両面からチ
タン基形状記憶合金の更なる発展を目指し展開していく所存です。今後ともご指導ご鞭撻のほど，どうぞ
よろしくお願い申し上げます。

細田・田原研究室：http://www.mater.pi.titech.ac.jp/

創形科学研究コア　　松尾 剛　准教授（特任）
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所に特任准教授として着任しました松尾剛です。
1997年3月に慶應義塾大学大学院理工学研究科応用化学専攻後期博士課程を修了し，理化学研
究所，北海道大学電子科学研究所，慶應義塾大学先端生命科学研究所，民間会社，分子科学研
究所を経て，2020年12月に東工大・研究員となり，その後，今回の着任となります。専門は接
着工学と有機合成化学です。今後，所属する佐藤千明研究室のコンセプトである機械工学と化
学の境界領域において，水素燃料電池（FC）に使用される接着剤の開発を行い，FCの高耐久性
と長寿命化の実現を目指します。今後とも，どうぞよろしくお願いいたします。

佐藤研究室：http://www.adhesion.first.iir.titech.ac.jp

創形科学研究コア　　松村 茂樹　准教授（特任）
　任期終了に伴い准教授を退職したのち，佐藤千明研究室の研究員をしておりましたが，この度，
特任准教授に採用していただきました。以前は機械の振動関係を専門にしておりましたが，燃料
電池用の接着接合部について強度・耐久性の実験的評価を担当することになっています。改めてよ
ろしくお願いします。

佐藤研究室：http://www.adhesion.first.iir.titech.ac.jp

都市防災研究コア　　野上 健治　教授
　2023年4月1日付で理学院火山流体研究センターより多元レジリエンス研究センターへ異動・
着任いたしました野上です。専門は火山学・地球化学などです。1993年に本学の草津白根火山
観測所に助手として着任して以来，草津白根火山や全国ならびに海外での活動的火山において
地球化学的手法による火山観測研究に従事してきました。火山活動はエネルギーと物質の持続
的放出現象であり，化学的手法による観測研究は地質学的・地球物理学的手法とならび，火山
観測研究の３本柱の一つです。東工大では1950年代から化学的手法による観測研究を続けて
きました。その伝統を受け継いで，研究を一層発展させる所存です。よろしくお願いいたします。

コマツ革新技術共創研究所　　住谷 明　教授（特任）
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所コマツ革新技術共創研究所に特任教授として着任し
ました住谷明と申します。1987年4月に株式会社小松製作所に入社し，以来一貫して研究本部
および開発本部にて研究開発活動に携わり，産学連携も活用して材料，機械要素の研究を実施
してきました。2007年3月に九州大学にて博士の学位を取得すると共に，技術研究組合等にて
研究プロジェクトの責任者を務めた後，材料技術センタおよび電動化開発センタにて幅広い機
械要素の研究を統括してきました。2019年4月よりコマツ革新技術共創研究所の副拠点長とし
てトライボロジー技術による建設機械の効率向上に関わる技術開発に関わっており，今年度か
らは電動化を含めたカーボンニュートラルを志向した要素技術に関する研究に重点的に取り組
みます。どうぞよろしくお願いいたします。

コマツ革新技術共創研究所 :http://komatsu.first.iir.titech.ac.jp

歯工連携イノベーション研究コア　　高橋 信博　教授（特定）
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所に特定教授として着任いたしました髙橋信博（東北大
学大学院歯学研究科口腔生化学分野）です。歯工連携イノベーション機構（IDEA: Innovative 
Dental-Engineering Alliance）を通して，未来研と東北大・歯の研究連携の推進に努めます。
専門は，口腔生化学，マイクロバイオーム代謝機能解析，細胞代謝機能解析で，口腔マイクロ
バイオームと宿主の疾患及び健康との因果関係を，双方の代謝機能から解明することを目指し
ています。マイクロバイオーム構成細菌群や宿主細胞・組織の代謝活性をリアルタイムで捉え，
そこで生じる微量な代謝物を同定・解析するためには，マイクロセンサリングなど未来研の技
術が不可欠であり，連携研究に期待しています。どうぞよろしくお願いいたします。

東北大学大学院歯学研究科：https://www.dent.tohoku.ac.jp/field/biology/01/inde

　東京都文京区に生まれ，学位取得後は，北海道や九州の火山観測所を拠点として，噴火災害
を含めて様々な現場で経験を積んできました。特に草津白根山では，観測網の設計から運用ま
でを担っています。本物の火山を実験室として活用し，ドローンや土壌ガス，火口湖など多様
な方向から火山現象の理解を試みています。火山噴火の予測が実用的に可能となるのはまだ先
の話です。研究の進展を待っているうちに次の噴火が発生してしまいます。不確実な活動予測
のもとで，社会がより良い判断を行うために火山研究者が為すべきことは何か，実際の火山の
山麓で考えてゆきたいと思います。
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す。私は山形大学大学院工学研究科で繊維高分子工学（修士課程）を学び，その後セラミックス材
料メーカー研究員，エンジニアリング企業の主任研究員となり，この間，東北大学大学院医学系
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　2023年4月1日付で未来産業技術研究所に特定教授として着任いたしました髙橋信博（東北大
学大学院歯学研究科口腔生化学分野）です。歯工連携イノベーション機構（IDEA: Innovative 
Dental-Engineering Alliance）を通して，未来研と東北大・歯の研究連携の推進に努めます。
専門は，口腔生化学，マイクロバイオーム代謝機能解析，細胞代謝機能解析で，口腔マイクロ
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　2023年４月１日付に科学技術創成研究院・未来産業技術研究所の知能化工学研究コア助教とし
て着任したダニー　プラセティアワンと申します。2021年12月に東京工業大学において学位を
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　東京都文京区に生まれ，学位取得後は，北海道や九州の火山観測所を拠点として，噴火災害
を含めて様々な現場で経験を積んできました。特に草津白根山では，観測網の設計から運用ま
でを担っています。本物の火山を実験室として活用し，ドローンや土壌ガス，火口湖など多様
な方向から火山現象の理解を試みています。火山噴火の予測が実用的に可能となるのはまだ先
の話です。研究の進展を待っているうちに次の噴火が発生してしまいます。不確実な活動予測
のもとで，社会がより良い判断を行うために火山研究者が為すべきことは何か，実際の火山の
山麓で考えてゆきたいと思います。

寺田研究室：http://www.ksvo.titech.ac.jp/~terada/index.htm

先端材料研究コア　　野平 直希　助教（特任）
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所先端材料研究コア細田・田原研究室の特任助教として着任いた
しました野平直希と申します。2022年3月に本学にて博士後期課程を修了した後，未来産業技術研究所
の研究員として勤務してまいりました。現在，主に生体医療分野やアクチュエータへの応用を狙ったチタ
ン基形状記憶合金の研究に取り組んでおります。これまでの研究を基盤として，基礎・応用の両面からチ
タン基形状記憶合金の更なる発展を目指し展開していく所存です。今後ともご指導ご鞭撻のほど，どうぞ
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創形科学研究コア　　松尾 剛　准教授（特任）
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所に特任准教授として着任しました松尾剛です。
1997年3月に慶應義塾大学大学院理工学研究科応用化学専攻後期博士課程を修了し，理化学研
究所，北海道大学電子科学研究所，慶應義塾大学先端生命科学研究所，民間会社，分子科学研
究所を経て，2020年12月に東工大・研究員となり，その後，今回の着任となります。専門は接
着工学と有機合成化学です。今後，所属する佐藤千明研究室のコンセプトである機械工学と化
学の境界領域において，水素燃料電池（FC）に使用される接着剤の開発を行い，FCの高耐久性
と長寿命化の実現を目指します。今後とも，どうぞよろしくお願いいたします。

佐藤研究室：http://www.adhesion.first.iir.titech.ac.jp

創形科学研究コア　　松村 茂樹　准教授（特任）
　任期終了に伴い准教授を退職したのち，佐藤千明研究室の研究員をしておりましたが，この度，
特任准教授に採用していただきました。以前は機械の振動関係を専門にしておりましたが，燃料
電池用の接着接合部について強度・耐久性の実験的評価を担当することになっています。改めてよ
ろしくお願いします。

佐藤研究室：http://www.adhesion.first.iir.titech.ac.jp

都市防災研究コア　　野上 健治　教授
　2023年4月1日付で理学院火山流体研究センターより多元レジリエンス研究センターへ異動・
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観測研究の３本柱の一つです。東工大では1950年代から化学的手法による観測研究を続けて
きました。その伝統を受け継いで，研究を一層発展させる所存です。よろしくお願いいたします。

コマツ革新技術共創研究所　　住谷 明　教授（特任）
　2023年4月1日付で未来産業技術研究所コマツ革新技術共創研究所に特任教授として着任し
ました住谷明と申します。1987年4月に株式会社小松製作所に入社し，以来一貫して研究本部
および開発本部にて研究開発活動に携わり，産学連携も活用して材料，機械要素の研究を実施
してきました。2007年3月に九州大学にて博士の学位を取得すると共に，技術研究組合等にて
研究プロジェクトの責任者を務めた後，材料技術センタおよび電動化開発センタにて幅広い機
械要素の研究を統括してきました。2019年4月よりコマツ革新技術共創研究所の副拠点長とし
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1997年3月に慶應義塾大学大学院理工学研究科応用化学専攻後期博士課程を修了し，理化学研
究所，北海道大学電子科学研究所，慶應義塾大学先端生命科学研究所，民間会社，分子科学研
究所を経て，2020年12月に東工大・研究員となり，その後，今回の着任となります。専門は接
着工学と有機合成化学です。今後，所属する佐藤千明研究室のコンセプトである機械工学と化
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　さまざまな分野で使われ始めたAIを適切に研究に役立てるために，令和4年度の後半から助教グ
ループによる「AI勉強会」を始めました。2か月に1回のペースで，対面中心に一部web参加のハイブ
リッドで行い，毎回10名程度が参加しています。アドバイザー役として応用AI研究コアの鈴木賢治
教授にも出席いただいています。毎回，2名がそれぞれ「AIをこういうことに使っている」「こんなこ
とに使ってみたい」「これってAIでできるの？」といった発表を15分行い，15分の議論時間をとって
います。未来研の構成そのままに分野の違う助教が集まってリラックスして議論するので，いつも質
疑がふくらみ，全体で1時間半程度の会になっています。夕方5時から始めるにはちょうどよい時間
かなと思われます。AIをうまく使えるようになることが目的ではありますが，コロナ禍のために一時
困難だった若手研究者が分野を越えて交流する機会のひとつになればと願って始めた側面もありま
す。若手のユニークなアイディアに基づく新鮮な共同研究が生まれることを期待しています。

中村健太郎（未来産業技術研究所・所長／電子機能システム研究コア・教授）

助教有志によるAI 勉強会

筒井先生 小山先生

17     FIRST NEWS  No.14  June,  2023  



表彰・受賞（2023.2 ～ 2023.5）
▼伊賀健一栄誉教授　半導体レーザー国際会議（ISLC2022）
「2022 Wiley-IEEE Press Professional Book Award」
「VCSEL Industry: Communications and Sensing（面 発 光
レーザー工業：通信とセンシング）」 （2023年2月1日）

▼田原麻梨江研究室　星野拓真〔Ｍ２〕 令和４年度生体医歯工学
共同研究拠点成果報告会「優秀ポスター賞」「Shear Wave 
Elastographyによる慢性・急性疲労を模擬した等尺性筋収縮前
後の咬筋弾性の評価」 （2023年3月3日）

▼小山研究室　Li Ruixiao〔博士後期課程修了生〕　東京工業大学
「手 島 精 一 記 念 研 究 賞（留 学 生 研 究 賞）」「Solid-State 
Slow-Light Beam Scanner With Ultra-Large Field of 
View and High Resolution」 （2023年3月14日）

▼伊藤研究室MEMSグループ　第13回集積化MEMS技術研究
ワークショップ「優秀ポスター賞」「微弱筋音測定のための高感度
MEMS加速度センサモジュールの検討」　  （2023年3月17日）

▼細田・田原研究室　野平直希〔研究員〕 東京工業大学「手島精
一記念研究賞（博士論文賞）」「Ti-Mo-Al高温形状記憶合金のα"
マルテンサイト時効に関する研究」　　　 　（2023年3月14日）

▼佐藤大樹研究室　新井雄大〔Ｍ２〕　2022年度第93回日本建築
学会関東支部研究発表会「優秀研究報告集に選出」「中低層免震
建物における実効変形比に基づくブレース配置の検討

　その1 ブレースの降伏と座屈および免震支承の引抜きの判定手法」
（2023年3月24日）

▼佐藤大樹研究室　新井雄大〔Ｍ２〕　2022年度第93回日本建築
学会関東支部研究発表会「若手優秀研究報告賞」「中低層免震建
物における実効変形比に基づくブレース配置の検討　その1　
ブレースの降伏と座屈および免震支承の引抜きの判定手法」 

（2023年3月24日）

▼佐藤大樹研究室　牧平康也〔Ｍ１〕　2022年度第93回日本建築
学会関東支部研究発表会「優秀研究報告集に選出」「高摩擦弾性
すべり支承における水平クリープ現象に関する実験的検討―縮
小試験体を用いた荷重制御加振実験―」　  （2023年3月24日）

▼佐藤大樹研究室　小林稜〔Ｍ２〕 2022年度第93回日本建築学
会関東支部研究発表会「優秀研究報告集に選出」「建築物荷重指
針・同解説を用いて風応答予測を行う際の風力スペクトルの平滑
化指標の提案」 （2023年3月24日）

▼佐藤大樹研究室　小林稜〔Ｍ２〕　2022年度第93回日本建築学
会関東支部研究発表会「若手優秀研究報告賞」「建築物荷重指
針・同解説を用いて風応答予測を行う際の風力スペクトルの平滑
化指標の提案」 （2023年3月24日）

▼吉敷祥一研究室　大鶴駿介〔Ｍ１〕 2022年度第93回日本建築
学会関東支部研究発表会「優秀研究報告集に選出」「ALCパネル
における埋込みアンカーの引抜き耐力」 　　（2023年3月24日）

▼吉敷祥一研究室　桑原歩実〔Ｂ４〕 2022年度第93回日本建築
学会関東支部研究発表会「優秀研究報告集に選出」「熊本地震に
て被害を受けた屋内運動場の被災後補修の調査　その１　被災
後の補修方法の分析」 （2023年3月24日）

▼吉敷祥一研究室　桑原歩実〔Ｂ４〕 2022年度第93回日本建築
学会関東支部研究発表会「若手優秀研究報告賞」「熊本地震にて
被害を受けた屋内運動場の被災後補修の調査　その１　被災後
の補修方法の分析」 （2023年3月24日）

▼吉敷祥一教授（都市防災研究コア）　日本建築学会論文集　査読
功労者として表彰 （2023年4月24日）

▼宮本研究室　Zuo Chen〔Ｍ２〕 第5回光無線給電および光ファ
イバ給電国際会議（OWPT2023）「Student Paper Award」
「Improvement of Optical Wireless Power Transmission 
Safety System Using Depth Camera by New Safety Dis-
tance」  （2023年4月21日）

▼宮本研究室　高橋倭〔Ｍ２〕ら　第5回光無線給電および光ファイ
バ給電国際会議（OWPT2023）「Paper Award」「Improved 
Performance of Underwater OWPT using 30W Blue 
Laser and Wide Acceptance Angle Fly-eye Lens Mod-
ule」  （2023年4月21日）

▼沖野研究室　福智魁〔Ｍ２〕　日本分析化学会第83回分析化学討
論会「若手ポスター発表賞」「フローサイトメーターとICPの直結
によるハイスループット単一細胞内微量元素分析用脱溶媒装置
の開発」 （2023年5月20日）

▼沖野研究室　福山陽平〔Ｍ２〕　日本分析化学会第83回分析化学
討論会「若手ポスター発表賞」「超小型プラズマジェットを用いた
注射プラズマプローブにおける試料脱離/イオン化条件の調査」 

（2023年5月20日）

▼只野研究室　見上慧〔2022年3月博士課程修了〕　日本フルード
パワーシステム学会「SMC高田賞」「剛性可変指モジュールを用
いた空気圧駆動高性能ロボットハンド」　　  （2023年5月26日）

※いずれも受賞時所属

プレスリリース
▼本村真人教授　（電子機能システム研究コア）　問題に応じて計
算手法を選択・最適化するアニーリングマシンを開発

（2023年3月10日）

▼菅原聡准教授（情報イノベーション研究コア）　エネルギー最小
点で動作するAI半導体（ニューラルネットワーク・アクセラレー
タ）技術の開発に成功 （2023年4月26日）

▼沖野晃俊准教授（電子機能システム研究コア）　大気圧プラズマ
処理により植物のゲノム編集に成功　　　  （2023年5月17日）

メディア
▼吉敷祥一教授 （都市防災研究コア）の研究テーマが採択され，
日刊工業新聞に掲載された （2023年3月28日）

お知らせ
▼鈴木賢治教授　（応用AI研究コア）　世界で上位２％の科学者に
選出 （2023年3月6日）

▼金俊完准教授　（融合メカノシステム研究コア）　研究成果の論
文がSmallの代表的な論文に採択され，表紙として出版 

（2022年4月15日）
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教授にも出席いただいています。毎回，2名がそれぞれ「AIをこういうことに使っている」「こんなこ
とに使ってみたい」「これってAIでできるの？」といった発表を15分行い，15分の議論時間をとって
います。未来研の構成そのままに分野の違う助教が集まってリラックスして議論するので，いつも質
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助教有志によるAI 勉強会
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【定年退職】
小山二三夫（2023年3月31日）
　フォトニクス集積システム研究コア・教授
筒井一生（2023年3月31日）
　電子機能システム研究コア・教授

【昇任】
金　俊完（2023年4月1日）
　融合メカノシステム研究コア・教授
　旧）融合メカノシステム研究コア・准教授
顧　暁冬（2023年4月1日）
　フォトニクス集積システム研究コア・特任准教授
　旧）フォトニクス集積システム研究コア・特任助教

【昇任・配置換】
齋藤卓志（2023年4月1日）
　コマツ革新技術共創研究所・教授
　旧）東京工業大学工学院機械系・准教授

【配置換】
吉村奈津江（2023年3月31日）
　知能化工学研究コア・准教授
　新）東京工業大学情報理工学院・教授
雨宮智宏（2023年3月31日）
　量子ナノエレクトロニクス研究コア・助教
　新）東京工業大学工学院・准教授
尾﨑順一（2023年3月31日）
　応用AI研究コア・助教
　新）東京工業大学情報理工学院・助教
小川康雄（2023年4月1日）
　都市防災研究コア・教授
　旧）東京工業大学理学院　教授
野上健治（2023年4月1日）
　都市防災研究コア・教授
　旧）東京工業大学理学院　教授
神田　径（2023年4月1日）
　都市防災研究コア・准教授
　旧）東京工業大学理学院　准教授
寺田暁彦（2023年4月1日）
　都市防災研究コア・准教授
　旧）東京工業大学理学院　准教授
依田　孝（2023年4月1日）
　異種機能集積研究コア・特任教授
　旧）ニューフレアテクノロジー未来技術共同研究講
座・特任教授
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皆様の御意見をお待ちしております。
皆様から寄せられた御意見をもとによりよ
いものを目指して改善をしていきたいと思
います。投書については記名・無記名，どち
らでも結構です。掲載については御一任お
願いいたします。FIRST NEWS がご不要
な方・受取先を変更されたい方は，お手数で
すが下記までご連絡をくださいますようお
願い申し上げます。

E-mail：first-web@first.iir.titech.ac.jp

Fax：045(924)5977　　　
広報委員会委員長　金 俊完  宛

▼吉敷祥一准教授（都市防災研究コア）国土交通省ホームページ 
（2021年3月30日）

▼吉村奈津江准教授（知能化工学研究コア）　JST NEWS
（2021年4月1日）

【退職】
劉　載勲（2023年2月28日）
　電子機能システム研究コア・准教授
河野行雄（2023年3月31日）
　量子ナノエレクトロニクス研究コア・特定教授
木下　進（2023年3月31日）
　フォトニクス集積システム研究コア・特任教授
小笠原宗博（2023年3月31日）
　ニューフレアテクノロジー未来技術共同研究
講座・准教授

西村　涼（2023年3月31日）
　ENEOSスマートマテリアル＆デバイス共同研
究講座・教授

市林　拓（2023年3月31日）
　ENEOSスマートマテリアル＆デバイス共同研
究講座・准教授

【採用】
黒澤未來（2023年4月1日）
　都市防災研究コア・助教
小杉　哲（2023年4月1日）
　知能化工学研究コア・助教
Dani Prasetyawan（2023年4月1日）
　知能化工学研究コア・助教
住谷　明（2023年4月1日）
　コマツ革新技術共創研究所・特任教授
松村茂樹（2023年4月1日）
　創形科学研究コア・特任准教授
松尾　剛（2023年4月1日）
　創形科学研究コア・特任准教授
野平直希（2023年4月1日）
　先端材料研究コア・特任助教
髙橋信博（2023年4月1日）
　歯工連携イノベーション研究コア・特定教授
小坂　健（2023年4月1日）
　歯工連携イノベーション研究コア・特定教授
金髙弘恭（2023年4月1日）
　歯工連携イノベーション研究コア・特定教授
鈴木　治（2023年4月1日）
　歯工連携イノベーション研究コア・特定教授
江草　宏（2023年4月1日）
　歯工連携イノベーション研究コア・特定教授

編集後記

未来産業技術研究所HP

▲

3年以上にわたって続いてきたコロナ禍からようやく落ち着きを取り戻しつつあり，2023年は世の中が再始動，革新へと進

む年になると実感しています。東京医科歯科大学との統合，さらにその先へ向けて東京工業大学は進化しています。未来

産業技術研究所も，コロナ禍以前の平静を取り戻すだけでなく，この3年以上積み重ねてきた知恵と努力を糧にさらに発展

していくために動き出しています。2023年度は18名もの教員が新たに着任いたしました。これまで東北大学と進めてきま

した歯工連携イノベーション機構は，新たな教授を迎え，歯工連携イノベーション研究コアとして発展し，医療技術の革新

を目指しています。その息吹をこのFIRST NEWSを通して感じていただけると幸いです。これからの進化から目が離せませ

ん。これからも未来産業技術研究所の革新をお伝えして参ります。

文責：中川茂（量子ナノエレクトロニクスコア・教授)




